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対馬海峡をめぐる白亜系⑤第三系の地質学的問題一その2一

海域の地質と総括

井上英二(海洋地質部)

���さ�

まえがき

標題その1で(地質ニュｰスNo.328)対馬海峡*両側

の陸域に分布する白亜系と第三系の層序地質構造の比

較を行って雨域の地質的関連を明確にするうえに重要

と思われる問題を述べたカミそれを要約すると以下の

ようにたる.

1)新洞･河陽両層野間の境界問題及び脇野･下関両亜

層群間の不整合2)白亜系の地質時代のチェック3)

白亜系赤色岩層の環境とくに下関互層群の亦色岩に

ついて4)周南･阿武層群の細分5)対馬海峡におけ

る白亜系の有無一“対馬盆地"が単一盆地がどうか

6)陽北層灘の地質時代一漸新統の存在の有無7)慶尚

盆地には古第三系が堆積しなかったかどうか8)陽北

･延目両層群間の不整合とくに陽北層群形成後延

目層群堆積前の変動の規模9)対州層群の地質時代と

日本側陸域の漸新統･中新統との対比10)対州層群

因ほかユ9751N0UE(ed)1975永野ほか1976柱･永野1976

南1979H0NzA(ed)1978本座ほか1979)を主として引

用しかついくつかの未公表資料を参照した.

1.対馬海峡の海底地質

1.1海底地形

対馬海峡を含むその周辺の海底地形を概観すると水

深200㎜以浅の平坦な大陸棚カミ山陰沿岸から海峡を経

て東海大陸棚まで広く発達している(第1図).対馬海

峡をへだてて北東側には水深約2,000岬の対馬海盆南

西側には沖縄トラフにつなカミる水深約500m以深の男女

1∴日本海盆

形成の場11)陸域の主要構造線の海底への延長と

くに慶尚盆地のNE-SW系の梁山断層群並びに北部

九州に顕著なN-SないしNW-SE系の断層群の延長

12)日韓両域の構造区の境界13)日韓両側の構造運動

の対比14)陸域で少数であるが顕著たE-W系断層

の対比15)対州層群の榴曲の成因｡

以上の問題点のうち海底地質で解決の糸口が得られ

そう校ものについてはアンダｰラインで示した.その

ほか10)･13)･14)も海底地質に関係がある.これ

らの問題の解決には陸域に分布する白亜系･第三系の

層序･構造が対馬海峡の海底下にいかに連続するかの検

討かか荏めとなる･また同時に陸域で判然とし放い中

新世後期以降の層序及び構造運動の時期と性格を海底地

質で把握することが重要と考えられる.

対馬海峡とその周辺の海底地形地質に関してはこれ

までにいくつかの報告書･論文カミあるがとくに第三系

とそれ以下の地質に関係が深い論文(木村ほか1975宮

*本文では韓海峡または酉水道(対馬･韓半島問)と対馬

海峡または東水道(対馬･九州間)を総称して便宜上対

馬海峡とよぶ.
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海盆カミ存在し対馬海峡は両海盆の鞍部を形成して韓

半島と面目本島弧をつなぐ.

対馬海峡は大部分水深120m以浅の海底から校る.

地形的にみて対馬･壱岐を結ぶ線より東側と西側とでは

海底地形が異なる.東側の海底は西側より水深が小さ

く処々に浅い凹みはあるが概して平坦で北に向ってご

く緩やかに傾斜するのに対し(第2図･)西側では数条の

幅のせまい直線的な海底谷カミ大陸棚を刻み谷間には狭

長な堆か並列している(第2図b).これらの海底谷は

第3図のようにNNE-SSW方向の東五島陸棚谷群

N-S方向の中央五島陸棚谷群及びNW-SE方向の酉五

島陸棚谷群に区分され谷間の堆列は第1五島堆第2

五島堆等と称される(永野ほか1976柱･永野1976桜井･

永野1976)･これらの海底谷は直線状に走るか谷の

中途には小屈曲点カミありまた谷軸に沿って小凹部カミ存

在する.

対馬･韓半島間の水道には対馬の島軸に平行に走る

対馬トラフがありこれは最深部約230m急傾斜のト

ラフ壁を有する･同トラフは盆底を横断する高まりに

よって2分されさらにもうひとつの高まりがトラフの

南端にあって東五島陸棚谷群の中央谷とトラフとを隔

てている.

壱岐･対馬間には明瞭な海底谷はみられないカミ両島

間の中央をNE-SWに走る凹部があって東五島陸棚

谷群につながる.

以上の海底谷と堆及び島の配列を整理すると東から

西へ以下のように配列する(第4図).

同海底谷は幅広く北西から南東に向って谷底の水深を

増して男女海盆に連絡する.谷の東側斜面は階段状を

なし海底地質図(木村ほか1975b)によると斜面及び

谷底に谷軸に平行な断層が発達しておりこの海底谷は

成因的に断層と深い関係があることカミ推定される.西

五島陸棚谷群は五島海底谷頭に開口しNW-SE方向に

走っているので同陸棚谷群と五島海底谷とは成因的に

一連の構造谷とみなされる.

1.2海底層序

海峡及びその周辺の海底においてこれまでに報告さ

れている音響的層序の対比を第1表に示す.表中南

(1979)だけがマルチ･チャンネル方式の音波探査記録

に基づいておりさらに数本の海底掘削によって海底

下深部まで地層の岩相と微化石層序カ湖らかにされてい

る･南以外はシングルチャンネノレ方式のエアガンあ

るいはスパｰカによる音波探査とドレヅジによる底質採

取の結果によるものでしたがって固結岩の大部分は音

響基盤として一括されている.同表を見る通り同じ

地層名であっても著者によって地層境界が一部上下して

おりまた南をのぞいて地層の時代には推定部分が多

い･そこで筆者は南の層序を中心にしてこれらの層

序を整理総合し海底層序を第2表のように要約した.

なお同表の地質時代は陸域との地層対比を考慮して

第1表とは一部異校った時代をあてている.

以下に海底層序を路記するが音響基盤からK層群ま

では主として南(1979)に基づいている.

i)壱岐一生月島･平戸島一五島列島の島列

ii)ゆるやか狂凹部

iii)七里ケ曽根一生用堆一白瀬一高麗曽根一久賀唯

一福江堆の堆列

iV)壱岐･対馬間の凹部一東五島陸棚谷群東谷の谷列

v)対馬一第1五島堆の堆列

∀i)対馬トラフｰ東五島陸棚谷群中央谷の谷列

vii)第2五島堆

Viii)東五島陸棚谷群の西谷

iX)中央五島陸棚谷群と堆の列

これらの島･堆･谷列は後述するように断層による

地塁地溝状構造を反映して形成されたと考えられる1

なおこれらの海底谷は一般に浅い谷底であるがこれ

は主として第四紀堆積物の埋め立てによる.

以上のNNE-SSW及びN-S方向の海底谷群と堆列

を切断するようにNW-SE方向の五島海底谷が対馬

海峡南西端す荏わち福江島と男女群島間に存在する.

i)昔響基盤及びX層群

音響基盤は先第三系の地層灘と推定されるカミ発達

状況は明らかでない･南が示す対馬西岸から対馬トラ

フを横切る音探断面(第5図)では韓国側に先第三系音

響基盤対馬側にX層群が分布し両者は断層で接する

ように解釈されている.先第三系は韓国側に向って次

第に浅くなり同図の末端ではほとんど海底に露出して

いるように見える.この北西延長に当る韓国沿岸には

白亜系の火成岩類及び慶尚累層群が分布しているので

断面図の先第三系はこれに相当すると推定される.

一方同断面図の右端付近では音響基盤(P)が堆積層

に衝上しておりこれは対馬の地質から推測して中新

世の貫入岩を含む対州層群と考えられる･この音響基

盤(?)とX層群との関係は明らかでない.南はX層群

を火山岩や火成岩の貫入を受けた浅海成堆積層と推定し

これは韓半島東岸辺目湾付近に露出する火山岩類及び

礫岩･泥岩･炭層を含む長警層群(陽北層群)に対比され

ると考えている･もしそうだとすれば陽北層群と対�
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第2図

対馬海峡の海底地形.a)海峡東部(上)b)

海峡西部(左)数字は水深m.aは海上保安

庁水路部発行大陸棚海の基本図63446345

6346634763486349号の海底地形図より簡

略化作製bは永野ほか(1976)桜井･永野

(!976)より一部省略して転載.�



一49一

＼海底谷･/ラフ

ミ堆

＼水深線

西

五

島

陸

棚

谷

群

中央五ε＼

陸棚谷群

久

第3図対馬海峡の海底地形名(永野ほか1976より簡略化)

海底谷と凹地形
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第1表対馬海峡とその周辺の海底地質層序対比

第4図対馬海峡西部の島･椎と海底谷(凹地形)の配列

�発表者�KlMURA.･t･1(1975�富田はか(1975)�桂･永野(1976)�HONzAetal(ユ978�南(1979)�海上保安庁水路部�

��木村ほか(1975a)���TAMAK1･t･1.(1978���海上保安庁水路部

����永野ほか(1976)���(1978a)�(1981a.b)

�手代海域�五島周辺�対馬･玉島北部間�対馬海峡西部�対馬海峡全般�対馬海峡東･北部�壱岐北部�対馬東岸北･南部

�完新世�A層�A層�����

���層厚一定�A層����

��泥･砂･礫��透明層�上部層(刈～(B)�D層群上部�I層�It層

��貝殻���ゆるやかに榴曲�全体として�水平層�<25m水平層

�更�O-100m�B層�B層�厚さ最大1700m�浅海性��

����デルタ前置層�弾性波速度��II層�IIt層

�新�B層�'透明層���約400m�透明層�15～30m

�世�半固結･斜交層理�斜交層理�北へ薄化�1.7㎞/sec���

��±170m�����111層�肚層

�������傾斜�十100m

�鮮�C層�C層�C層����

��傾動･固結砂��比較的透明���w層�1Vt層

�新�岩泥岩�ゆるやかな禍曲�反射面���禍曲･断層�傾斜

�世�������

��D層��D暦��b層準��

�後�禍曲･断層��成層･海峡�下部層(o?�D層群下部�Y層�Vt層

��(勝本層)��東部で尖滅�'摺曲�約400m�(壱岐層群)�音響基盤

中�期����弾性波速度���

�����2.2～2,3km/sec�G層準��(対州層群)

�申�E層�音響基盤�互層�音響基盤(D)�K層群��

������400-1400m�w層�

新��音響基盤������

��(五島層群)�(対州層群)�音響基盤�弾性波速度��(勝本層)�

�期���(五島層群)�318～5,2㎞/sec�H層準��

������N層群��

世�前�����深海成相��

������十2000㎜��

�期�������

�漸新世�����X層群.��

������陸成～浅海成相��

�先第三系�����音響基盤���
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第5図対馬西岸から韓国南岸に向っての地質断面(南1979Fig,

5より作製).D.H.はD層準.

州層群の層序の関係が同図の右端付近で見られるはずで

あるカミここで判読できないのは残念である.また

対馬海峡に近い山陰沖で実施され公表された5試錐

(第6図)のいずれもがX層群に到達していないので同

層群の岩相と地質時代を確認することカミできない.日

韓両側の第三系対比にはX層群の実体把握が不可欠と

思われる.

ii)N層群

主として厚層の深海成泥岩と薄層のタｰビダイト及び

火山岩･貫入岩から構成される(第6図).X層群との

第

四

紀

中

新

世

後

期

中

中新

期世

�

層

群

�

層

群

萩1号浜田1号国府1号

中

新

世

中
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前
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一
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群

.剛

｢■

陸

成

浅

海

相

陸沿

成岸

相相

深

海

相

境界関係は不明であるカミ第5図に従えばN層群は対馬

側でX層群韓国側で先第三系を被覆しかつ先第三

系･X層群間の断層の影響を受けていないことからN

層群とX層群との関係は不整合の可能性がある.

N層群の層厚は対馬海峡に最も近い萩1号試錐で

2,000m以上であるが南によると北東方向(魂在の牝馬

海盆)に向って堆積層は尖滅するといわれる.これに

従えばN層群の堆積物供給源は対馬海峡の南方か南西

方に存在したであろう.

有孔虫化石はN層鮮下半部からは産しないが上半部

からは半深海い深海性底生有孔虫及び浮遊性有孔虫が産

し後者にはG肋070左α肋欠αθ80伽グαが含まれこの

ゾｰンはSHINB0&MAIYA(1971)の分帯の最下部にく

る3帯あるいはBL0wのN8～N1Oに対比されており

時代的には中新世下部より中部の下位に相当する(南

���

N層群末期からK層群堆積初期にかけて上記のG10一

わ0グ0肋肋μ㈱C伽グαが消滅し代って冷水温を指示す

るαo肋gθ7{舳2刎物〃｡ろαやG｡μ吻ゐ舳αが出現し

ている.この変化は古日本海カミ太平洋の暖流系から分

離されたことを示す(南1979).
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第6図

海底試錐柱状図(南1979より作製)一試錐

位置は第8図参照.�



第2表対馬海峡とその周辺の海底地質層序総括

iii)K層群

主として砂岩泥岩で構成され火成岩は介在しない.

同層は現在の対馬海盆付近で厚く深海成泥岩カミ卓越す

るが南西方に向って次第に薄化すると共に層相も浅

海成に変化する.堆積物の一部は構造的に上昇した南

西部のN層群が削剥され再堆積した可能性カミ強い(南

1979).これからみてもK層群堆積当時も堆積物供

給源は対馬海峡付近から南西方にかけて存在したと推定

される･また沖合の層相も堆積カミ造むにつれて次

第に浅海成になったことが浜田1号試錐の有孔虫分析

から推定される(南1979).

先に述べたK層群最下部産の寒冷種の帯はB1owの

N11-N13に対比されK層群全体としてはN11-N15

に相当し中新世中期の堆積物と考えられる(南!979).

K層群堆積末期に圧線畦の造構運動が生じて榴曲構造

が形成され対馬海峡付近は隆起して大規模な削剥カミ行

われK層群の大部分が消失した.一方北東方の沖

合では堆積が継続した(南1979).

完新世

更新世

鮮新世

中

新

世

後

期

中

期

前

期

古第三記

白'亜紀

A層水平･音響的透明風砂弾泥0～100m

DB層斜交層理,半固結砂･泥｡北へ薄化

層C層緩やかな榴曲,傾斜層｡固結砂岩泥岩

群D層準榊

D層ところにより槽曲.断層を受けた

浅海成砂岩泥岩400m-

G層準傾斜不整合舳

K層群禍曲1断層を強く受けた浅海成砂岩泥岩互層｡

噴出岩を介在しない

400～1400m

砂岩をはさむ深海～半深海成泥岩

N層群と夕一ビダイト｡凝灰岩貫入岩をはさむ

十2000m

X層群

音響基盤

陸成～浅海成層

傾斜不整合…

白亜系堆積岩･火成岩

iv)D層群

K層群以下を不整合に被覆し中新世後期から現世ま

での堆積物を含み下からD･C･B･Aの4層に区分

される(第2表).D層群基底の不整合面はG層準と称

され島根半島の松江累層基底に対比される(南1979).

D層群中にはまたD層準という強い反射面カミあってこ

れもかなり大きな不整合面である.南(1979)による

とD層準は島根付近の松江累層を不整合に被覆する和

久羅安山岩(6.34土｡.19my)の基底に対比されしたがっ

て不整合面は中新世末期にあたる.

これら2つの不整合面にはさまれた部分カミD層で木

村ほか(1975｡)･桂･永野(1976)のD層富田ほか(1975)

のC層下部に相当する｡D層は陸成ないし沿岸成砂岩

泥岩互層からなり萩1号試錐柱状(第6図)から判断す

るとその層厚は海峡北東部で400m前後と見積られる.

D層準の不整合面をはさんでC層はD層を越えて

“音響基盤"(K層群あるいはE層相当)上に広くオｰバｰ

ラップする･C層は場所によって斜交層理がみられる

比較的透明な地層であり地質時代はほぼ鮮新世(木村

ほかユ975,桂･永野1976)と推定されている.

B層は斜交層理カ溌達したデルタ前置層を想起させる

堆積形態を示し対馬と五島列島より西側ないし南側に

発達する砂泥質の半固結堆積物から妊り更新世前期の

ものと推定される.

A層はB層以下の地層を不整合に覆う水平層で未固

結の泥砂礫及び石灰質砂からなる.更新世上部から現

狂)NX両層群の地質時代は陸域地質層序対比に従っているのぞ

第1表の地質時代と部分的に異なる｡

世に至る堆積物であるがOHsHIMAeta1(1975)によれ

ばA層の砂礫のかなりの部分がレリクト堆積物である

ので海峡を広く覆う砂質堆積物は主として更新世後

期い末期の堆積物と考えられる.

陸域との対比(第7図)

先述のように対馬と韓半島間の音波探査記録(第5

図)によると音響基盤は韓国慶尚累層群及び白亜系火

成岩類に対比される.しかしこの音響基盤は対馬

西方においてX層群と断層関係で接しこれより南東方

には追跡されていないので日本側陸域白亜系との関係

は知ることができない.

X層群は韓国側で長警層群(陽北層群)日本側で山口

県西部の目置層群に対比されている(南1979).しか

しこれは音波探査から推定された対比でX層群の岩

相や地質時代が試錐によって確認されたわけではないの

で南がX層灘を漸新世とした根拠はうすい.ただ

層序からいくとX層群は南のとおりに陽北･目置両層

群に対比される｡とすれば目置層群は中新世前期

(岡本1975)の海成層陽北層群も中新世前期の可能性

が高いのでX層群も中新世前期が主と考えねば狂らな

い｡目置層群は北部九州の芦屋層群にほぼ確実に対比

される.また対馬の対州層群主部は漸新世～中新世前

期の可能性が高くかつ芦屋貝化石群の構成員を産する.

そこで海陸の対比を行うと第7図のようになる.N

層群は韓国側の延目層群対州層灘の一部油谷湾層群

(中新世中期岡本1975)に対比されている(南1979).

蔚山盆地の延目層群下部には耽αηα一ルα伽プα群集が�
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産しこれは中新世中期のはじめとされる(Yo0N.S.

ユ976).九州北西部の爽炭層である相浦･佐世保両層群

もまた層序からみてN層群に対比されるであろう.

以上の対比で問題になるのは陽北･延目両層群間の

傾斜不整合目本側で目置･油谷湾両層群間の傾斜不整

合である.このような不整合は両陸域でのみ存在し

海域では存在しないのであろうか.X･N両層群間の

関係を検討する必要があると思われる･これと同様の

ことが対州層群内部及び北酉部九州の芦屋･相浦両層群

間でもなされるべきであろう.さらに対州層群の確

実た対比が重要であるが同層群内部の数層準に介在す

る層灰岩(金属鉱業事業団1974)と北部九州の芦屋層

群中の“骨石"と称される石英安山岩質層灰岩とは成

因的に密接な関係にあるのではないかと考えられるので

これが両域間の対比の鍵層と在り得るか否か将来検討

したい.

海峡南西部で主として淡水成堆積物からなる中新世

の五島層群は野島層群とほぼ同時代の地層と考えられて

おりそうであれば五島層群は佐世保層灘及び対州層灘

よりも上位である.しかしこれら3層群の上下関係

カミ見られるところは陸域に存在し恋い.これらの層序

関係は対馬海峡及びそg周辺の海底下で見られるはずで

あるカミ現在までのどの海底調査にもこれらの関係は

把握されていない.海底層序では五島層灘は木村ほ

か(1975)桂･永野(1976)のE層または音響的基盤にあ

たっていて(第1表)対州層灘との関係は不明である.

南

久
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第8図対馬海峡東方海域の地質断面･K･D両層群間

の傾斜不整合を示す(南1979).下図は断面線

と試錐位置･1:萩1号2:浜田1号3:

国府1号4:隠岐1号5:山口1号.

地賞

時代

完新

世

更新

世
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世
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世
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世
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期
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後
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第7図対馬海峡とその周辺陸域の層序対比案.

群

しかし五島層灘はNE-SW性軸をもって榴曲していて

K層灘堆積後のNE-SW性榴曲運動(南1979)を受け

たことが確かであるので同層群はK層群あるいはそれ

以下の地層に該当する｡したカミってここでは野島

層群カミ佐世保層群の上位に位置することに基づき五島

層群をK層群に対比した.南によればK層群は北東か

ら南西に向って浅海成相となる.この層相変化の傾向

を海峡南部までたどればそれが五島層群の淡水成層に

匁るのではないかと考える.

K層群堆積後のNE-SW性榴曲運動は大規模であり

そのうえ対馬海峡付近が隆起してK層群が広く削剥さ

れた(南1979).現在対馬で見られる中新統のNE-

SW性櫓曲構造は主としてこの時期に形成されたもの

と推定される.

この構造運動の結果はK･D両層群間の大きな傾斜

不整合として現われる(第8図)･桂･永野(1976)のE･

D層間の不整合もまたこれに一致する(第9図).

D層群基底部のこの大規模な不整合のほかに同層群

下部にもD層準と称される大きな不整合がありこれは

D･C層間の境界にあたる.この不整合は中新世末

期(南1979)とされている.これに基づきさらにD

層を平戸層に対比する(木村ほか1975)とすれば平戸

層は鮮新世よりむしろ中新世後期と考えたほうがよい.�
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ぺ
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皿口A屠露覇墜屠

口C層

区ヨ◎層魎匿屠(音響基盤)

D層群

第9図D層群の堆積状況(桂･永野1976)｡

断面位置は第10図参照.

C･B･A層は共に浅海成層であるカミ対馬海峡沿岸

陸域との対比については検討すべき充分な資料に乏し

くかつ本題から若干はずれるのでここでは触れな

レ､.

1.3地質構造

海峡の地質構造の概要を示すために本座ほか(1979)

桂･永野(1976)及び海上保安庁水路部(1978a)に基づき

さらに地質調査所の音波探査記録を検討して概略の構

造を示した(第10図).同図を見る通り海峡に卓越す

る構造線はNE-SWNNE-SSW系統の断層と榴曲で

ありこれらを切断してNW-SE系統の断層が少数な

カミら存在する･鮮新統の堆積物は断層で画された地溝

に厚く地塁に薄く堆積している(第11図)｡北部九州

＼断層

､稲曲軸

4等深線(m)

＼

4`地質断面線

峨'シ

跡

｡6

^つ

崎｡8･｡

画｡

1-50o､..

'''!劣......

〃〃4

＼

｡ぐ1

＼

潯

�

(フ､

一

ノ

㌔鰐

第10図対馬海峡とその周辺の海底

地質構造の概略.

地質断面線は第9.11図に

関係.�
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D対馬一五島構造線線D
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[コ第四紀堆積物

[コ鮮新世堆積層

き

“祭労鱗

1戸一.
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､4

紀

｡!
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㈰〰

諾炭閏に顕著に発達するNW-SEまたはNNW-SSE

系統の断層の延長は海峡には壱岐北方付近以外ほと

んど認められてい狂い.

これらの断層群中とくに顕著であるのは対馬西岸

沖から五島列島西方にかけて走る断層群である.こ

れらは対馬トラフ東五島陸棚谷群五島堆列に沿って

走っており海底谷と堆の配列は地質構造に深く関係し

ている.この断層群を一括して対馬一五島構造線と

称する.

対馬一五島構造線は以前に松本(1969)等によってそ

の存在が予測されていたが村内(1972)により韓半島･

対馬間に大構造線が認められ朝鮮海峡構造線とよばれ

た.村内の弾性波速度構造断面(第12図)によると対

馬の西縁を境にしてその両側で4.1km/sec｡層か2,000

m近くも上下にずれておりその弾性波速度及び同速度

層が韓国に向って浅くだる様子から判断して同速度層

は白亜系慶尚累層群及び火山岩類に相当するのではない

かと考えられる.その上位の3.3km/sec.層が古第三

系または対州層群相当層と推定される･以上から判断

してもこの構造線は大規模でありこれを村内は日本
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第12図対馬を横断する地殻構造(村内1972).
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醐中新世以前の地層

騒碧火成岩

､
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第11図

対馬海峡における中新統の

地塁･地溝と鮮新統の堆積

(本座ほか!979より作製).

断面位置は第10図参照.

海拡大に伴うすべり断層のひとつ木村ほか(1975･)は

白亜紀後にアジアプレｰト内に生じた一種のトランス

フォｰム断層とそれぞれ考えている.

対馬い五島構造線についてはそのほか海底地質調査

技術グルｰプ(1974)KIMURAeta1(1975)富田ほか

(1975)永野はか(1976)桂･永野(1976)本座ほか

(!979)の調査報告カミある･これらをまとめると同

構造線はNNE-SSWに雁行状に走るいくつかの断層か

らたり北から南へ対馬沖断層(富田ほか1975)あるい

は対馬構造線(桂･永野1976)対馬一五島断層(富田ほ

か1975)五島構造線(桂･永野1976)と称されさら

にこれらに平行してその西側に数条の断層が走ってい

る.これらは水平移動量は不明であるカミ落差が大

きい酉落ちの断層で断層の東側は対州層群または五島

層灘が隆起しC層以降の堆積物が薄く存在する一方

西側では対州層鮮と推定される音響基盤が深く潜在し

C層以降の堆積層カミ厚く分布する.

第13図は対馬一五島構造線の北部を示したものである

カミ同図の断面図からB層堆積当時すでに断層は急崖

をなして存在しB層の堆積物は東側の急崖から供給さ

れたように見られる.すなわち当時断層に西縁を

画された対州層群の隆起帯が南北に連らなりその隆起

帯は北部で海上に出現し南部は海底下にあってB層

は主として隆起帯の西方と南西方に堆積したと推定され

る.断面図から推定すると断層活動時期はC層堆積

後あるいは場所によってB層堆積後である.一方

南(1979)の断面図(第5図)によると対馬側に2条の

逆断層がありこれはその位置からみて明瞭に対馬沖断

層に一致する.この逆断層の1つはN･K両層群を切

りD層群基底の不整合に覆われ他はD層群を切って存

在する･以上を総合すると対馬沖断層はK層群堆積

後D層群堆積前(中新世後期)に逆断層として活動したの�
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ち鮮新世末期あるいは更新世頃に再活動したと判断さ

れる.

断層の動きについてみると桂･永野(1976)は対馬海

盆で酉落ち300mの正断層とし木村ほか(1975a)は五

島西方で西落ち正断層を認め富田ほか(1975)の断面図

もそのように読みとれる.他方南の断面では上述の

ように逆断層となっている.これは察するに対馬一

五島構造線はまず逆断層として形成され再活動の際は

その構造線に沿って正断層的に動いたと推測される.

第13図

対馬一五島構造線の北部分(富田ほか1975に基づく).

左:断層の分布石:地質断面.

SE系統の断層による横ずれの可能性が狂いではない.

例えば同構造線北部の対馬沖断層は南北に2分され

北の第1断層は南の第2断層に対して東へ約10kmず

れている(第13図).富田ほか(1975)はこのずれが他

の断層によるものかあるいは屈曲によるものかは結論

していない.もしこれを断層とするならばその断

層の東延長は浅茅湾付近を通過するはずであるがそこ

では地表における地層のずれは明瞭てたい･しかし富

田ほかの指摘のように浅茅湾西部において対馬上島

と下島とでは対州層群の榴曲構造の性状に相違があるこ

と重力異常デｰタの解釈から浅茅湾西部には基盤構

造のくい違いが推定されることなどは断層を考慮する

うえに注目すべきであろう｡

対馬沖断層と同様のずれカミ対馬一五島構造線の南部

にもありこれにっいては富田ほか及び桂･永野(1976)

はNW-SE方向の右ずれ断層(平戸構造線)を推定して

いる.

対馬一五島構造線の雁行は見方によってはNW一�
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対馬一五島構造線に関係するNNE-SSW方向の海底

谷･椎を切って海峡南西部にU字型断面の五島海底谷

カミあるがこれは断層による陥没地形と推定される.

同海底谷に発達するNW-SE系統の断層灘は琉球弧

を胴切りにする断層のひとつとみなされる(木村ほか

1975｡)｡前述の対馬一五島構造線をずらす断層(?)

が五島海底谷を形成した断層とどのような関係にあるの

か今後の問題として残される.

対馬と壱岐間はNE-SWにのびたゆるやかな海底地

形をなすかここに数条のNE-SWに走る断層群が認

められる･桂･永野(1976)はこれを壱岐構造線と称し海

峡をいくつかの地質区にわけた境界のひとつとしている.

同構造線の南延長は対馬一五島構造線に連らなり北延

長は山陰沖大陸棚外縁に発達する断層群に連続すると推

定される.対馬とその南に連らなる椎は壱岐構造線

と対馬一五島構造線にはさまれた地塁構造とみたされる

(桂･永野1976).

2.韓国南東岸沖の海底地質

慶尚盆地東方海側の大陸棚は幅狭く大陸棚外縁水深

はおおよそ130～140mにある｡大陸斜面の一部は北東

方に張り出し水深1,000～1,500mの頂部をもつ海台

を形成する.この海台はNE-SW方向に伸長した輪

郭を有しその西方延長には沃川摺曲帯･嶺南地塊があ

り一方東方延長には対馬海盆をへだてて北大和雄カミ

ある(第1図参照).海台は起伏の大きな地塁･地溝状

構造をなし鮮新世以降の堆積物が地塁上に薄く地溝

内で厚く存在する･この海台に水深･地形･地質構造

カミ類似したもう一つの海台カミ北朝鮮沖にありその基盤

は京畿地塊･嶺南地塊に分布するジュラ紀の花筒岩類と

いわれる(HILLDE&WAGEMAN1973).ちなみに地

質調査所が研究航海(H0NzA･d.1978)でこの海台から採

取した花商片麻岩のK/Ar年代は126土6.3myであった.

以上からみると韓半島の地質構造帯はそのまま日本海

へ連続するように見える.日本海の拡大を論ずるとき

以上述べたことも検討すべき要素のひとつと考えられる.

沿岸近くの大陸棚の地質についてはHuntecLtd.

(1968)とScHLuTER&CHuN(1974)の報告カミある.

前者は浦項付近の海域で炭化水素資源の予察的物理探査

後者は浦項以北の海域で主として海底石炭資源調査にそ

れぞれ基づいておりこれらの調査には当時の韓国地質

調査所(現在の韓国動力資源研究所の前身)カ欄係している.

両報告によるとこの大陸棚の海底地形は九竜浦(K吐

�
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�一830200へαΦ88翰洲1ち｡8δo｡｡型劣一一.4･･リ.�N-8ち島免

129ちσ1ヨdOO'

第ユ4図韓国東岸沖の海底地形(Sc肌むTERandCHUN1974

から簡略化)等深線は㎜.

･yo㎎po)半島の延長が海底にのびて幅2～9km比高

125mの高まりをなすことで特徴づけられる(第14図).

この高まりは巡目湾東縁を限りなカミら約20km北へ続き

大陸棚と大陸斜面の境界を形成する.しかしこの隆

起部は北に向って不明瞭となる.

大陸棚には海岸に平行校南北性の2つの新第三紀･第

四紀堆積盆地が存在しひとつは江陵(K･ngnemg)と墨

湖(M.kho)･間他は蔚珍一浦項盆地である(第!5図).

両盆地はNE-SWにのびる大潜丘で境されこの潜丘

は陸域の嶺南地塊の延長と考えられている1�
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第15図

韓国東岸沖の新生界基盤等深線

(Sc前LTERandC亘UN1974から簡略化).

江陵一墨湖間の盆地では堆積物の厚さは最大1,400m

蔚珍一浦項盆地では700㎜～1,O00mの厚さの堆積物があ

る.堆積物は音波速度によって1,500㎜/sec層と2,000

m/sec層に区分され後者は中新統(恐らく申･上部)と推

定されている･蔚珍一浦項盆地の東縁は恐らく断層で

音響基盤に接する･この音響基盤は九竜浦半島から

のびた隆起部に一致しこれは同半島に分布する火山岩

から構成されると推定される.

第16図によると巡目湾から北に向ってN-S系統の

榴曲軸と断層カミ多数存在し第17図では基盤と堆積盆

地の縁辺部には逆断層があって堆積層カミ局部的にかな

り強い摺曲を受けている.また九竜浦半島延長の隆

起帯内部にも断層破砕帯カミ示されている.これらの構

造からみて韓国東岸沖大陸棚の海底地質構造はN-S

系統の断層で規制された地塁･地溝であり2,000m/sec

層堆積後にも強い圧縮が働いたと推定される.この

榴曲と逆断層で示される圧縮時期は対馬海峡･山陰沖

におけるK層群堆積末の榴曲運動に一致するであろう･

そうすれば2,ooom/sec層はK～N層群に相当すると考

えられる･地溝状堆積盆地の形成は2,000m/sec層堆

積前音響基盤の火成岩類や陽北層群形成後である.

この地塁･地溝を形成した断層運動カミ長警変動に関係す

る可能性がある.

これらの断層のいくつかは慶尚盆地南東部をNNE�
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入歳芯層多匁㌦岩'

巡目湾北方大陸棚における地質断面(HUNTECLTD.1968から抜粋).

断面位置は第17図参照一

辺目湾付近の海底地質構造(HUNTECLTD.1968から簡略化).

一SSWに走る断層群に連続すると見られる.しかし

梁山断層そのものの東海岸沖への延長がこれらの報告で

は明確でない.海岸線近くの大陸棚を海岸沿いに北

上するのであろうがあるいは第17図の断面図の左端の

断層とその周辺の擾乱帯カミ梁山断層(そのものではない

にしても)に関係があるのではないかと考えられる.

3.陸域地質構造との関連

第18図は海陸の構造を総合したものであるカミ慶尚盆

地南東部に発達するNNE-SSW系統の断層群は韓国

東岸沖の大陸初でN-S系統の断層群につ狂カミり一方

南にのびて対馬海峡のNNE-SSW系統断層群に連続す

るように見える.LEE(1974)は梁山断層は南にのびて

済州島東を通過し東シナ海の大陸棚外縁付近を通って

台湾東岸に至る大構造線と推定している.

これらの断層群に平行な対馬一五島構造線は規模と

性状からみて慶尚盆地の断層群と成因的に一連のもの

と考えられる｡このようにみると慶尚盆地南東部か

ら対馬西岸一五島列島西方にかけての一帯は梁山断層

を西端とし対馬一五島構造線を東端とする幅60～70

kmの大断層発達帯と認識される.

北部九州及び山口県西部に顕著なNW-SE～NNW-

SSE系統の断層は海峡ではほとんど追跡できずかわっ

てNE-SW系統の断層と榴曲軸カミ海峡に卓越する.

後者の系統はK層群堆積後(中新世後期)に形成されたも

のでありその代表的な断層が壱岐構造線であろう.

一方上述のNW-SENNW-SSE～N-S系統の

構造は本来白亜紀末～古第三紀初頭に形成されたと

筆者は考えているが芦屋層群堆積後にも再活動したこ

とは同層群がこの系統の断層で切断され傾動してい

ることからも明らかである.そうするとこの系統の

断層が対馬海峡にもっと出現してよいのではないかと疑

問がわく.九州北部のこの系統の断層が1)陸域のみ

に発達し海峡に向って消滅するのか2)NE-SW性

構造に覆われて見えないのかそれとも3)詳細に海底

調査を行えば発見されるのか今後の問題である.

ただこの問題に関して一つの手がかりを与ネるの

は対馬第1･第2断層間のずれ及び壱岐北東方のNW

-SE系統の断層(海上保安庁水路都1978a)の存在である.

前者のずれをもたらす原因が断層であり後者がNE-

SW性断層を切り(海上保安庁水路部1978a)かつ両断層が

その南東延長に存在する陸域の二目市断層に連続するな

らばこれは五島海底谷の構造線に匹敵するかなり大規�
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第19図対州層群の榴由形成メカニズム部以下は韓半島に向って薄化の傾向をもつ.東沿�
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岸部をのぞいて慶尚盆地主部に第三系カミ分布しない

のは白亜紀後同盆地は隆起して第三系が堆積し

なかったことによると推定される.一方九州北

部･西部には厚層の古第三系と中新統下･中部層が

堆積している｡これは白亜系が日韓両域で類似の

堆積状況を示すのと対照的である.

iV)慶尚盆地東岸から対馬西岸沖にかけて大規模な

NNE-SSW系統断層カ溌達した帯カミありその東

端は対馬一五島構造線西端は慶尚盆地の梁山断層

である.この断層発達帯が面目本と韓国の第三

系の層序と地質構造を分ける境界とみなされる.

V)韓国東岸大陸棚には南北に走る地塁地溝状構造

があってN-S性の断層を伴い断層は慶尚盆地東

部のNNE-SSW性断層群に連なる.

vi)対馬海峡で卓越する断層及び榴曲軸は西部でNN

E-SSW系統東部でNE-SW系統である.さ

らにこれらを切って少数ではあるカミNW-SE系

統の断層カミある.しかし九州北･西部に顕著な

NNW-SSE～N-S系統断層群の海底への延長は

まだわかっていたい.

Vii)海陸両域の地質をあわせると構造運動の時代と

順序は次のように整理される.

(1)白亜紀末～古第三紀初頭……花陶岩類の貫入と

白亜系のNE-SW～ENE-WSW性榴曲運動及び

その後のN-S～NNW-SSE系断層運動による地

塁･地溝の形成(九州北酉部山口県酉部)

(2)中新世前期……北部九州から対馬海峡にかけて

の緩慢た隆起の開始とそれに伴う傾動運動

(3)中新世後期……主としてNE-SW性榴曲と同

方向の断層運動.最も広域にわたる.

(4)鮮新世末頃……主としてNW-SE系断層運動

今回の検討の結果大陸と島弧の接合部である対馬海

峡でその沿岸域の地史は複雑であること西目本島弧カミ

いつどのようにして大陸から分離したかという課題を

直接論ずる前にもっと検討すべき基礎的な地質学的問

題カミ多く残されていることとくに地層の時代決定及び

海底岩石試料の不足に問題があることがわかった･

今後の検討の焦点をしぼると以下の2点にあると思

われる.

1)梁山断層と対馬一五島構造線の形成時期は中新世後

期(REEDMANandUM1975)とされているがそれより

以前すでに大構造線として存在し古第三紀から新第三

紀堆積盆地縁辺部を規制していた可能性が高い･これ

は梁山断層以西の慶尚盆地には第三系カミ分布しないこと

梁山断層と同系統のNNE-SSW系統断層群カミ韓国東

海岸沖の第三紀の地溝形成に関係していることその1

で述べたような対州層群の堆積場の推定などに基づく梁

山断層及び対馬一五島構造線が中新世後期に活動したの

は既存の構造線の再活動と解釈される･最初の構造

線の成立時期は以上から考えて白亜系形成後瀞州

層群堆積前す狂わち白亜紀末から漸新世までの間である

がこれほどの大構造線が生ずるには相当大規模た構

造運動が必要と考えられ一方九州北部の始新世には

大規模な造構運動は認められないので結局白亜紀

末～古第三紀初頭の変動の時期にこれらの大構造線カミ

形成されたと推定される.梁山断層系の主活動時期

について星野(1981)もほぼ同様のことを推定している.

これらの断層は形成当初恐らく正断層の東落ち中新

世後期には水平ずれを伴った逆断層その後対馬一五

島構造線は西落ち正断層として活動したと考えられる.

対州層群の激しい榴曲は日韓両側陸域の第三系に類を

みないカミその成因について筆者は壱岐対馬一五

島両構造線にはさまれた対州層群が両構造線の互いに

反対方向の動きに伴って榴曲したためと考える(第19図).

これに基づけば両構造線の移動は共に左ずれとなり

SILLIT0E(1977)が示すよう狂右ずれとは逆になる.

す狂わち中新世後期の構造運動では壱岐構造線の東

側は韓半島に対して相対的に離れるのではなくてわず

かでも接近するよう狂動きをしたと思われる･

以上の推定カミ妥当か否かは対馬一韓半島間及び韓半

島東岸沖合の海底調査をさらに詳しく行うことによって

か校り明確にされるであろう:

2)N層群のコンチネンタル･ライズ的な堆積状況と

K層群の堆積相の水平的変化から推定して両層群堆積

当時(中新世前～中期)すでに深海盆が存在したことカミわ

かる.当時の韓半島と西日本弧の相対的位置が現在と

ほぼ同じと仮定すればその深海盆は現在の対馬海盆の

位置を占める.そこで対馬海盆の成立時代が問題に

たると考えられる.

かりに面目本弧が南に若干でも移動したとするなら

ぱその移動は白亜紀末から古第三紀にかけて上記の

断裂帯に沿って行われたと考えるのがふさわしく思われ

九州北部を含む地塊の原位置はせいぜい現在の対馬か

壱岐あたりではたかったかと想像される.

謝辞

拙稿その1発表後各方面の方丈から御意見･御助言

をいただいた.とくに韓国慶北大学校教授章基弘博士

釜山大学校ヂ銑博士韓国動力資源研究所崔現目博士

広島大学教授岡本和夫博士山口大学教授村上允英博士

及び地質調査所石原舜三博士より御意見と誤りの指摘を

頂載した.その2については新面目本石油開発(株)�



南明氏地質調査所星野一男博士に御助言をいただ

いた.これらのかたがたに厚く御礼申し上げる次第で

ある.

引用文献

HILDE･T･W･C･,andWAGEMAN,J･M･(1973)∫〃〃伽7θ

α〃07妙吻｡グ肋2∫φα刎∫ω.Co1eman,P,J.

���周敗���慣�楣�敷�����㌴

���������������湶�瑩条瑩潮��

�敎����牧楮潦�敏歩�睡���

andtheWestemMarginoftheJapanSea,Apri1･

May1977(GH77-2Cruise).C7〃8θR砂0〃〃0.

10,Geo1ogica1SurveyofJapan-1-79･

H0NzA,E.,TAMAKI,K.andMURAKAMI,F.(1978)Sono･

buoyRefractionMeasurements.C7"∫θRψ0"

no･10,Geo1ogica1SurveyofJapan･43.

本座栄一･玉木賢策･湯浅真人･村上文敏(1979)日本海南

部および対馬海峡周辺広域海底地質図.海洋地質図

no.13.地質調査所.

星野一勇(1981)いわゆる梁山断層(Yansan,韓国東南部)

の石油地質学的意義について･石油技術協会誌

癯������

且UNT亘｡LTD.,T0R0NT0,CANADA(1968)RePorton

�敏晦獨�敇���楣�卵��楮���慮最

Area,Repub1icofKorea.CCOPτθcゐ〃｡α13〃〃.

マ｡1.1,1-12.

IN0UE,E.(Ed.)(1975)Goto伽adaSeaandTsushima

却牡楴�癥��慴楯����睥���畳桵��㈭

1973.C7"8θR幼｡〃no.2,Geo1ogica1Surveyof

��渮

海上保安庁水路部(1978a)沿岸の海の基本図(5万分の1)

r壱岐北部｣海図第6345-4.

海上保安庁水路部(1978b)沿岸の海の基本図(5万分の1)

r豆酸｣海図第6345-8

海上保安庁水路部(198!a)沿岸の海の基本図(5万分の1)

｢対馬東岸北部｣海図6345-2

海上保安庁水路部(1981b)沿岸の海の基本図(5万分の1)

r対馬東岸南部｣海図第6345-3

海底地質調査技術グルｰプ(1974)五島･対馬周辺海域の海

底地質調査破究の概要.地質ニュｰス,no.233,1-18.

桂忠彦･永野真男(1976)九州北西海域の海底地形と地質構

造運動.1o〃舳1げ伽0cθ伽｡g7α助{cα1∫oc{吻

○ヅ∫αヵαη.vo1.32no.3,139-150.

木村政昭･広島俊男･井上英二(1975a)東シナ海の地質構

造.海洋科学｡vo1-7,45-51.

木村政昭･広島俊男･小野寺公児･水野篤行(1975b)甑島

周辺海域海底地質図.海洋地質図no.1

KIMURA,M･,HIR0sHIMA,T･andOKUDA,Y.(1975)

������慮摧�汯���������丰啅

(Ed.)C7"8θR幼｡〃閉｡.2,Go工｡〃αあα∫ωαηゴ

τ∫〃∫〃舳αS肋〃1舳θ8まξgα〃0舳,W0肋ω･∫fθ閉

K〃5切,1972-1973.31-34.

金属鉱業事業団(1974)昭和48年度広域調査報告書r対馬上

県地域｣通商産業省資源エネノレギｰ庁.1-52.

�������周�散瑯��整瑩湧潦��慷楴�

Re1ationtoP1ateTectonics.σ〃伽ゴWα〃｡郷亙∫一

CAP,CCOPτ2c〃〃｡α13〃〃θ〃吻vo1.8,39-53.

松本達郎(1969)対馬の地質とその問題点.国立科博専

報｡(2).5-17.

南明(1979)山陰･対馬沖の堆積盆地の分布と性格.石

油技術協会誌vo1.44,no.5,89-96,

村内心典･浅沼俊夫(1969)対馬東方海域におけるSeismic

Profi1erによる堆積層の研究.国立科博専報,(2),

㌹��

村内心典(1972)人工地震探査による日本海の地殻構造.

科学vo1.42,no,7,367-375.

永野真男･桜井操･桂忠彦･中村啓美･北原祥二･小野寺健英

(1976)九州西岸沖の海底地質.R砂07工0グHツ"0･

g7α力み北1言θ88α7c乃2∫no.11,1-38.

岡本和夫(1975)新生界第三紀･山口県の地質.山口県

立山口博物館.151-182.

Os且IMA,K｡,NAKA0,S.,MITsUsHIR0,H.,YUAsA,M,and

�剏���������潭�摩浥���

IN0UE(Ed.)C7〃s召R砂｡〃no.2,Geo1ogica1Sur･

癥��慰慮��㌹�

REEDMAN,A.J,andUM,S.H.(1975)G2010〃｡グKo〃α.

�漱�楣�慮�楮敲���楴畴�晋����㌹�

桜井操･永野真男(1976)九州西方の海底地形･地質構造.

地学雑誌vol.85,no,6,19-31.

S㎝L亡TER,H.U.andC亘UN,W.C.(1974)SeismicSur-

veysofftheEastCoastofKorea.CCOPτθ肋切･

cα13〃"θ〃〃vo1.8,1-15.

午����������������敲瑩��

p1anktonicforaminifera1zonationintheoi1pro･

ducingprovincesofJapan･UnitedNations,Min･

剥��捥獄��潰�敲��湯��

SILLIT0E,R.亘.(1977)"θ施"09θ"γρグα勿Aη加αη4ツμ

Co〃〃θη〃〃〃g加伽∫o肋ま乃Ko閉.肋〃｡α肋刎

ア｡70μ〃椛goグ〃θ∫ψ伽S召α.Is1andArcs,Deep

��������捫�捂慳楮献���慮椀

����������〳���

TAMAKI,K.,MURAKAMI,F｡,andH0NzA,E､(1978)Conti･

nuousSeismicRef1ectionProfi1ingSurvey.C7"∫θ

1…θカ｡〃no.10,39-42.

盲目ヨ宰臣･山下明夫･石橋澄･三木孝･高橋良平･首藤次男･満

目ヨ英夫･橋本勇･本座栄一･五十嵐千秋(1975)対馬

西方海域の海底地質.九州大学理研報地質vo1.12,

湯�����

�ぎ��������慮����漱��晴�

�牴楡特��湧��測��湧��物捴����

PartI.Geo1ogy.∫o〃.Gεo1.8oc.Ko〃α.vo1.1!,

湯������

�ぎ�������牴楡特�灯�瑳潦�敕�慮

��湎���牴楡特�灯�瑳楮��慳��

b1ock.∫o〃7.Co"2gθoグZ必θ7α1■4〃8α〃♂Sc{θ〃｡θ8,

B〃8αη1Vα〃｡ηα1σ〃加.vo1.15,1Vα工〃γα1∫cづSθ7.

����


